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紅参末 （正官庄） は糖代 謝を改善 し得 るか

　Urine−Conecting　peptide　immunoreactivity（U −CPR ）一

河内総合病院糖尿病外来
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【緒 言】紅参末 （正 官庄， RG −1） は 尿中Conecting 　peptide　immunoreactivity （U −

CPR ）を ， 正常某 準1［［lt内 に 保持 し得た こ と を，第 15回本学会 で 報 告 し た 。

／

〉回 は U −CPR

を経時的に 測定 し，RG − 1投 与に お け る U −CPR 値 と ， 血糖 コ ン ト ロ
ー

ル 状 態 な どを検刮
．

した 。

【対象 ， 方法】1997，12〜1998．12｝iま で に U −CPR を経時的に，測定 し得 た イ ン ス リ ン 非依

存性糖尿病 （NIDDM ） 71例で ある ，， これを，　 RG −16g ／日投 与 9例，　 RG −13 〜4．5g／日

26例，紅 参非 投与 （RG −O）群 30例，　 RG −0か らRG −16g ／目 6 例 の 4 群 に 分け た 。 な お こ

の 71例 は，糖 尿病専 門外来 に 2〜 ：1週 に 1度は通 院巾で あ る、、

【成績】 1 ．RG −16g ／日投与群 （投与期間 10．8二 L6 カ 月） 9例 の U −CPR は投 与前25．4±

12，5ng／ml か ら投与10ヵ 月後 は，55．lt22 ．3ntsr／ml と明 らか に 増量 （P＜ 0．005） した。

2 ．RG − 1 （3〜4．5呂／「1） を長期間 （37．7！　25．9 カ ID　t殳与 して い た 26例で は，測定 開始

時 48．7± 25．6ng／ml と 正常 基準値内で あ っ た 。 こ 0）群 の 12ヵ 月後 の U −CPR は 65．1＋ 29．6ng

／ml と IL常内で 経過 し，　 P＜ 0．05で あ 一
・ た 。

3．RG −0群 の 30例 の U −CPR は 35．3＋ 13．9ng／ml で ， 12ヵ 月後 は 30、7± 8．7ng／ml で 経過 し，

有意差を認め なか 一
っ た 、，

4． U −CPR が 30ng／m ］以下で あ っ た RG −0群 6 例 に ，　 RG ・・16g ／日投 与を開始 した 。 投与

8 ヵ 月後で は （19．0＋ 8．7ng〆m ［
．・38．4⊥ 33．6ng／ml ） と左 異 を み と め な か っ た。

【考按】 U −CPR の 経時的測定 か ら RC｝−16g ／日投
IJ・群 の U −CPR の 増量 は ， 10ヵ 月後で 明

らか （P＜0．005）で あ っ た 。 また RG −11 日 3〜4，5g投与で も，長期間服用 すれ ばU −CPR を，

1L常基準値内 で 保持 し得た 。

　U −CPR は 腎臓 の 排泄能 に 左 右 され，また， イ ン ス リ ン 分泌量 と の 相関性 は，必 ず し も

良好 で な い との 問題 点 もい くっ か存 在 す るの で ，血中一CPR ，　 iRIな ど か ら も検討す べ き で

あ る 。
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